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ハンディを超えてスポーツ交流

　昭和 38 年にスタートした北海道障害者スポーツ大

会は、身体障害者と知的障害者が参加する北海道最大

の大会で、今年は石狩管内を会場に全８競技を実施し

ました。

　当別町ではフロアバレーボール競技が総合体育館を

会場に開催され、約 30 人が参加しました。

　出場選手たちは日頃の練習の成果を発揮し、ハン

ディを感じさせない元気なプレーで会場を沸かせてい

ました。

7 月 1日　総合体育館
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夏本番。料飲店組合ビアパーティ

　ＪＲ石狩当別駅南口の駅前広場がビアガーデンに。

当別料飲店組合が主催して料飲店まつりビアパーティ

が開催されました。

　毎年恒例のこのイベントは今年で 29 回目を迎えま

すが、初めてふれあい倉庫前での開催となりました。

　会社の同僚や家族連れが冷たい生ビールで乾杯する

場面が会場のあちこちで見られました。

　カラオケやビンゴ抽選会も催され、来場者は夏のビ

アパーティを満喫していました。

7 月 24 日　錦町

　4H クラブでは、戦前に広く栽培されていた亜麻を

復活させ、町の特産品に育てようと去年から研究を始

めています。

　今回、新しく亜麻を使った加工品を作ろうと、石狩

農業改良普及センター、道内の特産品の PR 活動を研

究している天使大学のサークル「北の食物研究所」と

の協力で製品開発に取り組むことになりました。

　この日は、顔合わせを兼ねて雑草取りと畑の見学会

を行い、4 Ｈクラブ会員が、学生たちに亜麻の特徴な

どを丁寧に教えていました。

亜麻を使って大学と共同研究　４Ｈクラブ

7 月 16 日　東裏


